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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 ■６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 6

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 5
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 11

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（51％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（29％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 株式会社日本ザイ
ペックス

販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

①何について何をする技術なのか?
・コンクリートの表面に塗布、あるいは吹付けすることで、コンクリート中に結晶を
増殖させ、コンクリートを緻密化することにより、構造物の防水性能を高める防水工
法である。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・コンクリート表面にシート防水を施していた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
・防水性能を期待される新設および既設コンクリート、コンクリート二次製品。
・無色透明の液体を塗布する工法であるため、景観を重視する構造物に適している。

東京都港区北青山2-12-31-402

営業部 03-3478-3081

熊倉　美徳

株式会社日本ザイペックス
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■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

株式会社日本ザイペックス 東京都港区北青山2-12-31-402

技術部
03-3478-3080

木村　哲

03-3478-3081

03-3478-3080

kumakura@xypex.co.jp

kimura@xypex.co.jp

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 平成28年7月6日

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 ザイペックス・液体タイプ 塗布・吹付工法
収受受付年月日

平成28年10月17日

変更受付年月日

無機質セメント結晶増殖材(液体タイプ)によるコンク
リート躯体改質

開発年

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KT-160039-A

活用の効果

シート防水
50.5%
28.6%

登録番号

株式会社日本ザイペックス ザイペックス協会

番号：
1

1-1-6.共通工／コンクリート工

評価（事前・事後）



ザイペックス・液体タイプ 塗布・吹付工法 登録No. 1595

（特　徴）

ざ

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

「準備工」「下地処理工」「主材塗布・吹付工(1回目)」「主材塗布・吹付工(2回目)」「反
応水散布工」「撤去、片付け工」の合成単価

・XLPの施工方法
・XLPの施工フロー

A-2

施工手順
①準備工(施工範囲を確認し、使用分の材料を手配する)。
②下地処理工（施工面の埃、型枠の剥離材除去及び施工面の目粗し、洗浄、含水を目的に高
圧水処理を行う。)
③XLP の塗布工（リキッドを原液のまま、躯体表面にローラー等で塗布または噴霧する。塗
布は2回に分けて行い、1回当たりの塗布量は0.1 kg /m2 とする)
④反応水散布工（塗布したリキッドが浸透した後、散水養生を実施する。）

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

3,780円/m2　材工共（ただし300m2以上について）

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　）
　積算資料 公表価格版　　　　 掲載品目（ｻﾞｲﾍﾟｯｸｽ･ﾘｷｯﾄﾞ･ﾍﾟﾈﾄﾚｰﾄ塗布吹付工法）

　 新樹社　（防水材・シーリング材・塗り床材　ガイドブック　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
無色透明の液体を塗布あるいは吹付けする工法であるため、施工前後で見分けがつかない。

（長　所）
躯体コンクリート表面に塗布、あるいは吹付けすることでコンクリート中に結晶を増殖させ、コンクリー
トを緻密化することにより防水性能を高める防水工法である。本技術の活用により、コスト縮減、工期短
縮、耐久性と安全性の向上が図れ、景観を損ねずに防水の施工が可能になった。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　）



登録No. 1595

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

ザイペックスの働きによる結晶増殖が、緻密度の増加や耐久性の向上にどれだけ効果を及ぼすのかを定量的に把
握する方法が確立されていない。今後は、SEM観察や細孔径分布測定等により相関性や特異性を見極める。

水圧0.5N/mm
2
のインプット法透水試験の結果、無塗布供試体では拡散係数βi

2
(×10

-3
cm

2
/sec)が

11.51であったのに対し、ザイペックス塗布供試体は2.83に改善された。

・透水試験結果
・中性化試験結果

・塩化物イオン浸透性試験　　・ひび割れ透水試験
・水道用資機材分析試験

塗布直後に降雨があると、リキッドの成分が流れてしまうので、降雨の恐れがある場合は施工し
ない等の配慮が必要。

（適用できる条件）

現場条件；材料が凍結しない環境下で、直射日光を避けた保管スペース（2m×2m=4m
2
程度）が必要。

自然条件；低温時は凍結のおそれがある。寒中コンクリートと同じ扱いが必要（日平均４℃の場合）

施工後、コンクリートが緻密化して防水性能や耐久性能を発揮するまでには、2～3か月程度の期
間を有する。道路橋床版防水等、防水工の仕様が規定されている部位への適用は難しい。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ザイペックス・液体タイプ 塗布・吹付工法

A-3

（適用できない条件）
降雨、降雪時の施工は避ける。
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登録No. 1595

実績件数 公共機関： 1 民間：

発　注　者 施工時期
公共機関(山梨県広域水
道企業団)

平成27年12月

ケイエスライン（株） 平成26年9月

野田尻配水池スラブ補修修繕工事

ケイエスライン㈱調整池改修工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ザイペックス・液体タイプ 塗布・吹付工法

工　事　名

1

CORINS登録No.



登録No. 1595

XLP塗布工 2回目 反応水散布工

施工完了状況① 施工完了状況②

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ザイペックス・液体タイプ 塗布・吹付工法

A-5

下地処理工 XLP塗布工 1回目


